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日時：2025年 2月 4日(火) 16:30～18:45 

場所：鹿田会館 2階、旧生化学講堂 
Date: Tuesday, February 4 16:30～18:45 

Venue: Shikata Auditorium 

講義概要：ゲノム編集技術の発展は、生命科学研究のありようを大きく変えた。かつてはマウスの独壇場であった遺

伝子改変動物も、多くのモデル・非モデル生物で作出されるようになってきた。私はこれまで変異マウス系統をより簡

便に作製する技術「受精卵エレクトロポレーション法」を開発し、自身の研究である「胚発生における細胞運命研究」

を行ってきた。講義ではまず、この技術と自身の発生生物学研究の内容を紹介する。また、私は開発した技術を基盤

として研究開発型ベンチャー・セツロテックを設立し、産業応用を目指している。これまでにゲノム編集マウスのみなら

ず、ゲノム編集ブタやヤギ、さらにニワトリの作製にも成功している。こちらの研究や取り組みについても紹介する。 

本セミナーに関する連絡先：岡山大学学術研究院医歯薬学域/大学院医歯薬学総合研究科細胞組織学分野  

大内淑代 Prof. Hideyo Ohuchi, Dept. of Cytol. & Histol., Fac. of Med. Dentist. & Pharm. Sci.  

Tel: 086-235-7083 (内線 7083) （19時〜意見交換会への出席を希望される方は 12月末日迄に大内へ連絡ください） 

e-mail: hohuchi@okayama-u.ac.jp（大内）、pmzq94tj@okayama-u.ac.jp（赤木） 

この講義は、博士課程授業科目の特別講義です。研究方法論（基礎・応用）の授業に出席としてカウントすることが

可能です。出席カードを持参して、開催担当教員の「押印」を受けてください。研究者、教職員・大学院生・学部生、

興味のある方はどなたでもご参加ください。 
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